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告書の内容を理解するに当たって、医学用語等が大きな障壁になることが予想さ

れる。この障壁を無くすことが遺族の理解のために必須であり、裁判外紛争解決

が求められた場合にも有用であると考える。 

d） 純粋に医学的な観点からの死因究明のみで、医療不信という氷山を溶かすことに

は限界があるのではないか。中立性・公正性を確保した医学的な観点からの死因

究明に加えて、遺族の問いに分かりやすく答えることも大切である。 
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